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８
月
14
日
、
峰
栄
館
に
お
い
て
平
成
25
年

度
八
峰
町
成
人
式
が
行
わ
れ
、
対
象
者
69
人

の
う
ち
、
式
典
に
は
55
人
が
出
席
。
ス
ー
ツ

姿
に
身
を
包
ん
だ
男
子
や
華
や
か
な
ド
レ
ス

な
ど
に
身
を
ま
と
っ
た
女
子
、
少
し
大
人
び

た
雰
囲
気
の
新
成
人
た
ち
は
晴
れ
て
大
人
の

仲
間
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。�

　
式
典
で
は
、
中
学
校
時
代
の
恩
師
に
よ
る

新
成
人
者
の
点
呼
が
行
わ
れ
た
後
、
加
藤
町

長
が
「
時
代
は
変
わ
っ
て
も
、
青
年
の
活
躍

に
期
待
が
大
き
い
こ
と
は
変
わ
り
な
い
。
世

の
中
を
変
え
て
い
く
の
は
自
分
達
だ
と
い
う

気
概
を
持
っ
て
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る

社
会
人
に
な
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。
」
と
新

成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。�

　
新
成
人
を
代
表
し
て
銭
谷
東
彦
さ
ん
と
菊

地
瑛
恵
さ
ん
に
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、
土
崎

円
さ
ん
と
津
谷
大
輔
さ
ん
が
力
強
く
成
人
の

誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
式
典
終
了
後
に
は
、
峰
神
太
鼓
に
よ
る
太

鼓
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
記
念
写
真
撮
影
後
は
、
各
中
学
校

の
校
舎
で
５
年
ぶ
り
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
開

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
報
告
や
、
思
い
出
話

で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。�
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【峰浜地区】�

司会は新成人の�
佐々木和志さんが務めました�

中学校時代の恩師による点呼�
一人ひとり名前を呼ばれました�

久しぶりの再会に記念の一枚を�
カメラにおさめていました�

成人式を迎えたみなさん　（敬称略）�

【八森地区】�

八森地区�

八峰町へ転住された方�福 田 紗 紀�

秋 田 智 行 �

大熊宗一郎�

津 谷 大 輔 �

吉 田 直 哉 �

菊 地 瑛 恵 �

熊谷みずは�

須 藤 羽 衣 �

和 平 侑 奈 �

石 崎 　 瞬 �

門 脇 謙 太 �

日 沼 　 隼 �

石 井 　 遥 �

菊 地 甲 菜 �

佐 藤 香 奈 �

須藤真瑠美�

石嶋昂己新�

神 垣 郁 也 �

日 沼 史 明 �

太田かえで�

木元友里加�

鈴 木 　 茜 �

船 越 　 萌 �

岩 城 　 駿 �

佐々木和志�

藤 田 大 貴 �

亀 田 朋 子 �

工 藤 彩 弥 �

須 藤 　 梓 �

堀 内 賀 子 �

石 井 大 希 �

熊 沢 和 人 �

鈴 木 健 太 �

高 田 大 成 �

安 井 崇 喜 �

大 塚 香 実 �

小 林 美 里 �

柴 田 華 楠 �

鈴 木 麻 衣 �

土 崎 　 円 �

今 井 優 也 �

小 沢 陽 介 �

鈴 木 将 哉 �

千 葉 大 地 �

米 森 才 貴 �

笠 原 恵 理 �

佐 藤 　 楓 �

柴 田 瀬 楠 �

銭 谷 成 美 �

福 田 和 香 �

金 平 敬 秀 �

佐 々 木 彬 �

銭 谷 東 彦 �

長 門 勇 磨 �

今 井 　 舞 �

笠 原 夏 美 �

佐 藤 　 咲 �

嶋 田 美 里 �

芹 田 　 好 �

藤 嶋 未 姫 �

金 谷 和 明 �

薩 摩 和 希 �

高 杉 　 崚 �

藤 嶋 　 亮 �

今 井 由 佳 �

工 藤 清 香 �

佐 藤 優 衣 �

鈴 木 愛 里 �

高 杉 玲 美 �

峰浜地区�

成人の誓いを述べた　津谷大輔さん　土崎　円さん�

新成人へ記念品が贈呈されました�


